
 皆様におかれましてはお元気にお過ごしのことと存じ上げます。 
暦では、2010年もあと1ヶ月になりました。今年もいろんなことがありましたが、皆様に 
とってどんな年だったでしょうか。 
 さて、前回より「高齢者の抱える生活課題と対応」という生活情報を皆様に提供しており 
ます。今月は「住い」です。住み慣れた家に住むことは理想ではありますが、家の中での 
転倒危険、独りでの生活に丌安、介護状態になったときなど住い方にもいろいろあります。 
このような多様な住いを紹介します。 
 内容について、ご質問等ありましたらどうぞお気軽にご連絡下さい。 
 

  

①高齢者の家庭内事故死は 
          交通事故の2倍以上 
 
 高齢者の事故の発生場所の63%

は、何と「住宅」なのです。 

その家庭内事故死は毎年1万人近く
あり、交通事故の2倍以上の死者数
なのです。 

  とりわけ、一番多いのは「居室」
次に「台所」そして「階段」なのです。  

 そして、その行動状態で多いのは
「歩いているとき」が一番なのです。 
高齢になると足腰が不安定になり、
電源コードやちょっとした段差に足が
とられ転倒することによります。 
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② 多様な住い 
 

 高齢者の住いは制度的にいろ
いろ用意してあります。しかし、
今の家を離れて、次の住いを検
討するには、資金、家族の病気
状態、家族との調整などが必要
です。 
 また、これらの判断時期は75
歳と言われています。これは、
日常生活力(判断力、意思、体
力等)つまり健康寿命が76歳と
言われていることによります。 
 最近、バリアフリータイプの高
齢者専用賃貸住宅が広がます。
政府は来年度から10年で60万
戸を用意するとしています。 


